
平成 20年 3月 6日

平成 19年度 PTA総会だより 横浜市立洋光台第二中学校

特別編 部活動特集 PTA会長佐藤則之

卒業式まであとわずかになりました。さまざまな分野で頑張っている洋二中の生徒です
が、その中でも部活動で活躍した 3年生の思い出と各部の活動の様子を顧問の先生や保護
者の方に取材をして、まとめました。

感動をありがとう！！ by保護者

野球部

○平成 18年度秋季職子区大会準優勝
新チームの初戦である 1回戦(対根岸中)は、ヒットと堅い守備で、コールド勝ちと
いう結果で、2回戦(対森中)も大差で勝利して、順調に勝ち進んで決勝まで行ったこ

とで、優勝を期待した。しかし、決勝戦の岡村中も良くまとまった大変良いチームで、

投手にも苦戦して、残念ながら 0対 2で敗戦。準優勝。次につながる試合だった。
○平成 19年度横浜市春孝大会南プロックトーナメント 4回職
2回戦の栗田谷中は、秋の大会 4位の好チームであったが、打線と投手リレーで撃破。
3回戦(対釜利谷中)は終盤まで 1点差でリードされていたが、逆転 3ランと相手のエ
ラーで逆転して、勝利の方程式の投手リレーで逃げ切った素晴らしい試合だった。4回

戦(対金沢中)は相手側グランドでの試合で、マウンドになれず、ファーボールが多く、

ヒットで点が入り、2対 5と敗戦したが、ホームランで 2点返したのは立派だった。
○平成 19年日子区春季大会
1回戦の森中には最終回まで 5点差でリードしていたが、エラーと連続ヒットで 6対
7と逆転され、ダブルヘッダーの汐見台中戦ではその影響を引きずって、2対 5と敗戦。
しかし、この試合で課題がわかり、その修正で夏の試合に結果を出すことに切り替える。

また、試合ごとにチームワークが良くなっていて、良いチームになっていた。

○平成 19年横浜市紹合体育大会南プロックトーナメント 3回載
2回戦の六ツ川中は、ホームランと堅い守備で 4対 2と順調に勝利。3回戦(対矢向
中)は中盤まで 3点差でリードしていたが、その後逆転され 6対 7で敗退。しかし、ホ
ームランと堅い守備で投手を盛り上げるチームワークが素晴らしかった。3年生の最後
の試合だったが、試合終了後のチーム全員の清々しい顔がとても印象的だった。

この仲間と 3年間野球を出来たことは、一生の素晴らしい思

い出となるだろう。

また、試合の結果も大事だが、この仲間に出会えたことも素

晴らしいと思う。



陸上競技部
先生、部員、保護者のみんなの団結と応援のお陰で今年も良い記録がたくさんうまれ

ました。

○通信陸上覆技大会(6/9、6/10)
四種競技 6位 2058点(西田)
○県選抜陸上競技大会(7/7、7/8)
四種競技 8位 2054点(西田)
○市級合体育大会(9/15、9/16)
低学年 4× 100mリレー 4位 48"94 (藤谷、田中、岡田、丸山)

《県大会出場》

○市秋季陸上大会(11/3)

男子 800m4位 2'10"63(松島)

女子 800m5位 2'29"37(引本)

走幅跳 7位 5m31(藤谷)

400m8位 57"13(岡国)

○ロードレース(12/8)

2500m9位 8'57"(引本)

○ズーラシア駅伝(2/16)

女子 4位(脇川、宮腰、浅葉、長谷川、引本)42分 03秒

男子 6位(松島、川原、木下、山口、稲本)1時間 12分 25秒

思い出深いのは夏のバーベキュー。あるお父さんと男子 4名が 400mで対決。普段

から走っている若いお父さんでいい勝負でしたが、勝ったのはやはり 3年生の加藤部長

でした。

短距離の村山さん、加藤君、長距離の山口さん、両方ともに専門だった西田さん、3

年間走り続けました。後輩の良きお手本でした。

3年間指導してくださった先生方、ありがとうございました。

サッカー部

○磯子区冬季サッカー大会 2位
○高円宮杯第 19回全日本ユースサッカー邊手権神奈川県大会
決勝トー一ナメント進出 ベスト６４

「ついて行け!ついて行くんだリ「あきらめるなリ
「教えたとおりにやればいいぞ!」「これからこれから!これから
だ！「足を止めるな！「止まるんじゃない!」「そうだ!」…… etc
げき

ベンチの先生から飛ぶ戟の声。いつもは口べたでシャイな選手たちも汗だくでしっか

り頷き返し、ボールをどこまでも追っていました。試合を重ねるごとに一人ひとりの技



術もチーム力が上がっていくのが親の目にも見えてわかる今年の夏でした。

炎天下での 50分にわたる試合には、持久力・技術力・チーム力に加えて、精神力の
強さが大事だったように思います。毎日の持久走やドロドロの姿には大きな意味があっ

たのですね。

あと数分を逃げ切れず同点に持ち込まれた試合あり、はらはらするファール続出の試

合あり、チーム全員がゴールを決めた快挙の試合も忘れられません。私たちは、どこへ

でも(相模原・逗子・果ては津久井湖そばのグランドまで)応援に行きました。子ども

たちの走る姿はいいものです。伸間と喜び合う、仲間を励ます姿、責任を感じて凹む、

悔しそうに土を見続ける…そんな我が子もよかった。我が子だけでなくチームみんなの

右へ左へ走り回る姿に釘付けになり、ただただ応援していました。

サッカー部でたくさんの目には見えない宝物を得られたこと。成長するサッカー部を

応援しながらも一緒に楽しませてもらった。

顧問の先生方、OBや後輩ほか、たくさんの方々に感謝しています。ありがとうござ
いました。

女子バレー部

皆の頑張りと応援のお陰で県大会に出場することができました。

○横浜市春季バレーボール選手権大会(4/28) 市バスト 32(県大会出場)
1回戦保土ヶ谷中 2-0
2回戦鶴ヶ峰中 2-0
3回戦瀬谷中 0-2

○神奈川県中学校バレーボール選手権大会(6/9)
1回戦相模原旭中 0-2

○磯子区春季バレーボール選手擢大会(6/30)
リーグ戦 洋光台一中 2-0 森中 0-2

岡村中 0-2
○横浜市夏季バレーボール選手権大会(7/16)"

1回戦 南ヶ丘中 0-2
○磯子区秋季バレーボール大会・新人戦(9/30)
リーグ戦 森中 0-2 汐見台中 2-0

岡村中 0-2 洋光台一中 2-0
○横浜市秋季バレーボール選手権大会・新人戦(10/20)/

1回戦 吉田中 2-0
2回戦 六ツ川中 0-2

44人の大所帯。いろんなこと'があったと思うけど、「めざせ神大」という目標がみ
んなを一っにしましたね。夏の暑い暑い蒸し風呂のような体育館の練習、よくがんばっ

ていました。試合の応援も楽しかったです。ありがとう～。



卓球部

○横浜市立学校細合体育大会卓球競技の部(7月)
男子団体プロック予選 1位・市ベスト 32
女子団体ブロック予選 4位・市ベスト 16

○横浜市中学校秋季卓球大会(10～ 12月)
J・K(2年)区予選 1位・市 8位・県大会出場
M・O(2年)区予選 5位・市 25位・県大会ベスト 32

○全横浜少年卓球大会(12月)
Y・M(1年)1年男子の部ブロック 3位

汗と涙の思い出いっぱいの卓球部。

特に思い出深いのは、3年生が引退する夏のバーベキュー。
先輩を越えられるかと後輩が挑戦した対抗戦。

バーベキューのあとの後輩から 3年生へ「短い間だったけど先輩方と卓球ができてす
ごく楽しかったです。」というはなむけのメッセージ。

そして 3年生からの「みんなで作ってきた部活を絶対こわさないでリ「部長さん 3
年間ホントお疲れさん。」といった一言一言。参加した保護者も泣いてしまうような感

動のシーンが今でも心に深く焼きついています。

女子バスケットボール部

○市バスケットボール選手権大会（臨海ブロック）(4/28)
○市総合体育大会(7/14、16)

2回戦洋光台二中 56-53庄戸中 6
3回戦洋光台二中 32-59境木中
○磯子区大会予選リーグ(8/26)!
洋光台二中 25-22森中洋光台二中 33-26岡村中
洋光台二中 28-33浜中
○磯子区大会決勝卜一ナメント(9/16)3位
洋光台二中 20-46洋光台一中
○市バスケットボール大会(戸塚・神奈川・磯子ブロック大会)(10/6)

1回戦 洋光台二中 76-35深谷中
2回戦 洋光台二中 20-144平戸中

何年も前からの地域での要望が実り、先生方のご協力もあって、4年前についに誕生
したバスケットボール部です。

3年生が 1年生の時、先生・先輩方の熱心な指導のお陰で、磯子区 1年生大会で優勝
しました。



2年生の時は市大会に出場。故障が多かったけど、5人でよくがんばったね。
そして 3年生の 7月 14目。これで負けたら最後となる試合。洋二中で開催されたの
で、先生方をはじめ、たくさんの方が応援に来てくれました。接戦につぐ大接戦。もう

だめかと何度も思ったけど、ここ一番という時にシュートがきまり、勝利をつかむこと

ができました。最後まであきらめない姿に感動しました。

木琴部

○洋光台第四小学校(2/17)
「スパイ大作戦」「メインストリートエレクトリカルパレード」他

洋四小オープンスクールデーのオープニングとして全校児童の前で演奏しました。

○磯子区春風いそっ子コンサート(3/25)
「アベマリア」「天国と地獄」「椿姫」他

OTBSこども音楽コンクール鎌倉地区大会(8/20) 最優秀賞

「ダッタン人の踊り」

池田先生が 3年生 9人の一人一人の顔を思い浮かべて編曲をしていただいた曲で出場
し、東日本大会への切符を手にした感激は忘れることはできません。

○洋光台音楽のつどい(10/13)
「ハンガリア舞曲」「ねこふんじゃった」他

○洋光台第二中学校文化祭(11/2)
「道化師のギャロップ」「学園天国」他

1年生から 3年生までがそろって演奏する最後。そういう意味で今年一年間の集大成
として精一杯演奏しました。客席の手拍子とともに大盛況の中、幕を閉じました。

○磯子区中学枝音楽会(11/10)
「ハンガリア舞曲」「スーパーカリフラジリスティックエクスッピアリドーシャス」

「メヌエット」他

OTBSこども音楽コンクール東日本優秀演奏発表会(12/15) 優良賞

「ダッタン人の踊り」

1500の客席を埋め尽くした千葉県の習志野文化センターは緊張した空気に包まれて
いました。見慣れない制服、時折聞こえる方言、中学生とは思えないほどの演奏技術…

改めて『東日本大会』のスケールと演奏のレベルの高さを感じました。9 人の 3 年生は、
堂々とステージに立ち、心のこもったとても素晴らしい演奏で、木琴の音色を会場中に

響かせました。

受験勉強もありながら、よくここまで練習をしましたね。そして、よくここまで私た

ちを連れてきてくれました。ありがとう。

○洋光台第二小学校(H20.2/9) 洋光台第四小学校(H20.2/16)
「アルルの女」「ラデッキー行進曲」他

アンコールでは「勇気 100%」を小学生たちと一緒に歌いながら演奏しました。
1、2年生の新しい活動が始まっています。



代々受け継いでいる『和・(輪)』の心でっながった先輩・後輩・友達に囲まれ、音

楽を楽しんでいる子供たちの姿を見ることは、私たちの喜びでもありました。優しい音

色に癒され、激しい腕の動きに元気をもらいました。たくさんの感動、ありがとう!
ご指導頂いた先生方には深く感謝をしています。

演劇部

○横浜市中学校演劇発表会(7/29)『 Leaving school 』 準優勝

〔あらすじ〕

不良生徒、岡本(松本)を取り調べることになった新米教師、

石田(安孫子)。でも、岡本は「やっていない」と言い張って…?
ユニークな先生方(朴澤、藤波、黒木、茅、木村、田中、田村、

石部、岡田)、不良生徒仲間(青木、松村、加藤、藤谷)、ミズ・

キャロライン(稲葉)、おそうじのおばさん(赤塚)が登場しま

した。手作りのかつらがはずれるシーンがおもしろかったです。

裏方の皆さん(松崎、足立、福田、相澤、黒田、根立、加藤、有田、内田、藤谷、羽

鳥、鈴木、望月、勝又、青木、松村)のがんばりのお陰で準優勝しました。

○横浜市中学校創作脚本コンテスト(2/10)

『夢魅店(ゆめみてん)』

『HAPPY FRIEND』
『大切な友達』

『together』

望月結鶴作 努力賞

青木絵里帆作 努力賞

内藤愛美作 努力賞

黒木志穂作 努力賞

3年間、発声練習・立ち稽古・大道具・小道具・衣装づくりをしながら、にぎやかな
笑いの中で、仲間との友情を深めていきました。先生方、ご指導ありがとうございまし

た。

テクノ部

○中学生ロボット競技会 200７
堂地・福富・田村組

木部・黒川 組 ｝ 市大会参加

O WRO JAPAN ( World Robot Olympiad )〔自律型ロボット競技〕

自律型とはリモコンのように人問が操作するのではなく、プログラムによってロボッ

トの動きを制御します。スタートした後はロボットが光センサやタッチセンサを使い自



動的に判断して進みます。ロボットキットを使用し、ロボ

ットを自由に組み立てプログラミングしたものをロボに読

み込ませ走行精度を競います。

平成 1７年 8月 市第 2位 (内田・黒川組)

平成 1７年 10月 全国大会参加 (内田・黒川組)

完走できないロボもあり、プログラミングの難しさ、

重要さがわかるロボの組み立ては楽しそうです。

○中学生ロポット麓技会 2005横浜大会

(平成 1７年 11月)
自分たちが作ったロボット 2台を操作して、制限時間内にピンポン玉、フィルムケー
スなどを規定の得点エリアに運ぶのが主なルール。運んだ数や積み上げた数など加算点

で競います。

Aチーム 2位(ドライバー:杉山・茅ナビゲーター:田村)
Bチ・一ム 1位(ドライバー:及川・福富)
Cチーム 5位(ドライバー:堀川・黒川ナビゲーター:沖口)
Dチーム 4位(ドライバー:前田・内田ナビゲーター:胡桃)
競技の種類に合わせて設計し、ロボを作り、操作技術を磨く日々。微調整が大変です。

フィルムケースの競技の時は 5段積みに力が入りました。

どちらの競技も派手ではないが、結構はまります。

美術部

○第 6回こどもたちの彫刻コンクール(美ヶ原高原美術館)中学生の部
2年 A・M
○体育祭 スローガン垂れ幕作成

○文化祭 ステージ用スローガン作成

レリーフ展示(1年生)
モダンテクニックを使った作品の展示(2年生)
カナガワビエンナーレ応募作品の展示

入賞

昨年度の文化祭で校舎の窓への作品を中!、2、3年で作り上げた。黒い画用紙に線
香で穴をあけて、裏から色とりどりのセロハンを貼って仕上げた。太陽の光で美しく絵

や文字が浮かびあがる作品は一人で作る物とは違う達成感と力を合わせて大きな作品を

作り上げることで学年を越えた協調性を生んだと感じた。

今年度の文化祭では、3階ホールの展示を見に行った。スケールの大きな作品で圧倒
された。1年生の作品も２年生の作品も、秋のイメージがよく伝わり、細かいところま
でていねいで、「さすが、美術部！」と感じた。




